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図8（c）　KUJU－1による等温線図．表示範囲は図7に示す温度観測領域．等温線の間隔は10℃．
Fig．8（c）　Isothermal　countour　map　for　KUJU－1．The　area　corresponds　to　the　big　rectangular
　　　indicated　in　Fig．7．The　increment　of　contours　is10℃．
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Fig．9（a）
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九重山火口周辺（図7に示す小さレ）長方形領域）の温度画像．
Therma1image　around　the　craters　of　Kuju　vo1cano　for　the　area　indicated　by　sma11
rectangu1ar　area　in　Fig．7．
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Fig．9（b）
九重山火口周辺（図7に示す小さレ）長方形領域）の疑似カラー画像．
Fa1se　co1or　image　around　the　craters　of　Kuju　vo1cano　for　the　area　indicated　by　sma11
rectangu1ar　area　in　Fig．7．
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図10　阿蘇山の温度観測領域（長方形）と観測飛行コース（直線）
Fig．10Map　showing　the　observationa1areas　and　flight　courses（straight1ines）for　Aso　Ca1dera
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図11（a） ASO－1の温度画像．
Fig．11（a）Therma1image　of　ASO－1．
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Fig．11（b）
ASO－1の疑似カラー画像．
Fa1se　co1or　image　of　ASO－1．
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ASO－1の等温線図．等温線の間隔は10℃図11（c
Fig．11（c） Isotherma1contour　map　of　ASO－1． The　increment　of　contours　is1O℃．
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図12（a）　　ASO－2の温度画像．
Fig．12（a）　Therma1image　of　ASO－2．
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図12（b）　　ASO－2の疑似カラー画像．
Fig．12（b）　Fa1se　co1or　image　of　ASO－2，
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図12（c）　　ASO－2の等温線図．等温線の間隔は10℃．
Fig．12（c）　Isothermal　contour　map　of　ASO－2．The　increment　of　contours　is1O℃。
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図13（a）　　ASO－2の中岳火口周辺のデジカラー表示による温度画像．
Fig．13（a）　Temperature　image　by　discrete　co1or　mapping　around　the　Nakadake　crater　for　ASO－2．
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Fig．13（b）
ASO－2の中岳火口周辺の疑似カラー画像．
Fa1se　co1or1mage　around　the　Nakadake　crater　for　ASO－2
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7．結論
　北海道駒ヶ岳，九重山，阿蘇山の3火山で，1996年に
火山専用空中赤外映像装置（VAM－90A）を用いて実施
した温度観測により，それぞれの火山の高温域分布や最
高温度を把握することができた．北海道駒ヶ岳の観測は，
噴火のほぼ半年後の9月8日に対地高度1，O00mで1
コース，2，000mで2コース実施し，昭和4年火口内の
96南火口で最高温度82．4℃を観測したのをはじめ1996
年噴火に伴う高温域を把握することができた．九重山で
は対地高度1，200mで1コース，阿蘇山では対地高度
1，000m及び2，000mで各1コースの観測を行った．九
重山の観測では，新火口列に沿う高温域と従来からの噴
気孔である旧噴火口周辺の高温域の分布を捉えることが
できた．観測された最高温度は旧噴火口の207．1℃で，新
火口列では201．1℃であった．阿蘇山の温度異常域は中
岳火口内に限られ，最高温度は火口南壁の133．5℃，また
湯溜まりの温度は約50℃であった．可視光波長帯域2バ
ンドと近赤外帯域1バンドにより合成した疑似カラー画
像は，温度異常域の位置の同定に有効であるとともに，
観測領域の火山活動状況の把握にも役立つことが確認で
きた．
謝辞
　本研究を進めるにあたり，岡田弘北海道大学助教授，
江原幸雄九州大学教授，須藤靖明京都大学助教授，気象
庁阿蘇山測候所の皆様には，現地の状況や温度画像の解
釈について，いろいろとご助言を頂きましたことを感謝
いたします．査読者のコメントは，本論文の改善にあた
り大変役立ちました．
第58号1998年3月
参考文献
1）北海道大学理学部附属有珠火山観測所（1996）1北海道
　　駒ヶ岳の1996年3月の噴火．火山噴火予知連絡会会報，
　　66，1－17．
2）気象庁（1996a）1日本活火山総覧（第2版）．500pp．
3）気象庁（1996b）：第72回火山噴火予知連絡会資料．
4）気象庁（1997）：第74回火山噴火予知連絡会資料．
5）熊谷貞治・矢崎忍・植原茂次（1993）：雲仙岳の温度分布，
　　雲仙岳の火山災害一その土質工学的課題をさぐる一．社
　　団法人土質工学会編，105－114．
6）Oppe㎞eimer，C．，Rothery，D．A．and　Francis，P．W．
　　（1993）：Thermal　distribution　at　fumaro1e　fie1d：imp1i－
　　cations　for　infrared　remote　sensing　of　active　vo1－
　　canoes．J．Volcano1ogical　Geotherma1Res・，55，97－115．
7）須藤靖明・山田年広・西潔・丼口正人・高山鉄朗（1994）：
　　阿蘇火山中岳火口内の熱的調査一地上赤外熱映像装置に
　　よる観測．阿蘇火山の集中総合観測（第2回）報告（1981
　　年8月～12月），57－64．
8）植原茂次・熊谷貞治・矢崎　忍（1991）：航空機搭載MSS
　　による雲仙岳火山の熱観測．日本リモートセンシング学
　　会誌，11－3，49－55．
9）宇井忠英・吉本充宏・古川竜太・石塚　浩・吉田真理夫・
　　宮地直道・勝井義雄・紀藤典夫・雁沢好博・野上健治
　　（1997）：北海道駒ヶ岳1996年3月の噴火．火山，42，141
　　－152．
10）鵜川元雄・熊谷貞冶（1997）：山体表面温度異常調査．平
　　成7年九重山噴火に関する緊急研究成果報告書（科学技
　　術庁），20－34．
　　　　　　　　　　　　（原稿受理：1997年12月18日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　要　旨
　防災科学技術研究所では，1996年に火山専用空中赤外映像装置を用いて，北海道駒ヶ岳，九重山，阿蘇山におい
て温度観測を実施した．北海道駒ヶ岳は，1996年3月5日に54年ぶりに噴火し，活動の推移が懸念されていた．九
重山は1995年10月11日に噴火活動が始まり，1996年も噴煙活動を継続している火山である．阿蘇山は近年中岳第
1火口が活発に活動しているが，1996年は比較的活動の静穏な湯溜まりの状態にある．北海道駒ヶ岳の観測では，
噴火のほぼ半年後の9月8日に対地高度1，000mで1コース，2，000mで2コースの観測を実施し，1996年噴火に
伴う高温域と従来からの高温域の分布を観測することができた．観測された最高温度は昭和4年火口内（96主火口
付近）での8214℃である．九重山と阿蘇山は11月24日に観測を実施した．九重山では対地高度1，200mで1コー
ス，阿蘇山では対地高度1，000m及び2，OOO　mで各1コースの観測を行った．九重山の観測では，新火口列に沿う
高温域と従来からの噴気孔である旧噴火口周辺の高温域の分布を捉えることができた．観測された最高温度は旧噴
火口の207．1℃で，新火口列では201．1℃であった．阿蘇山の温度異常域は中岳火口内に限られ，最高温度は火口南
壁の133．5℃，また湯溜まりの温度は約50℃であった．これらの観測により温度分布から各火山の現在の活動状況
が把握できるとともに，将来，火山活動が活発化した際に比較するための基礎データが得られた．また可視光波長
帯域2バンドと近赤外帯域1バンドにより合成した疑似カラー画像により，観測領域の状況が明瞭にわかるととも
に，温度異常域の位置の同定に有効であることが確認できた．
キーワード：温度測定，火山，航空機塔載MSS
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